JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第2回全体委員会　議事録（案）

1. 日時：2008年3月26日（水）14:00～17:00

2. 場所：JCI第5会議室

3. 出席者：26名（下線は欠席者）





（敬称略）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，春日昭夫，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，菅田昌宏，真鍋英規，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，丸田誠，深井悟，小室努，増田安彦，上田博之，福井剛，阿波野昌幸，張建東，杉田篤彦，有光政彦，西村一博，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

：議事次第

M-9
：委員名簿
M-10
：第1回全体委員会議事録（案）

M-11
：WG1議事録（案）（第1回：7月9日，第2回：10月12日，第3回：1月18日）

M-12
：WG2議事録（案）（第1回：9月27日，第2回：1月18日）

M-13
：平成19年度事業報告及び平成20年度事業計画（研究委員会提出）

M-14
：コンクリート工学年次大会2008（福岡）での研究集会企画案

M-15
：研究委員会報告（2月18日）

M-16
：報告書目次案

M-17
：WG1今後の活動計画（案）（北山幹事）

M-18-1：多様性と標準化の両立を目指したRePC架構システム（中塚副委員長）

M-18-2：RePC研究会パンフレット（中塚副委員長）

5. 議事内容：

(1) 議事次第及び事務連絡

· 委員交代（真鍋幹事→未定，廣井委員→有光委員，張委員→未定）

· 有光委員の自己紹介

(2) 平成19年度事業報告及び平成20年度の事業計画について，西山委員長より説明があった。（資料M-13）また，研究委員会における委員会活動報告の結果について，菅田幹事より説明があった。（資料M-15）

· 活動報告の際に，「研究委員会参加会社だけの技術を集めるのではなく，広く技術を取り上げていくべき」とのコメントが研究委員会においてあった。

(3) 第1回全体委員会議事録（案）について確認を行った。（資料M-10）

· 特に質疑なし。

(4) WG1における活動が，第1回～第3回WG1議事録（案）を用いて，日比野WG1主査より報告された。（資料M-11）

· 土木で付着を考慮しないのはなぜか？→付着が切れるような大変形まで考慮しない。

· 土木のグラウト強度が30MPa（建築では20MPa）となっているのはなぜか？→以前は，土木でも20MPaであったものを30MPaに引き上げた。ただし，グラウトの材料は土木でも建築でも同じものを使用している。

· PRCについて，JHなら示方書があるのでできる。国交省では示方書にPRCが入っていないが，入れる方向で動いている。

· 土木でPRCを使用したいのは，経済的な面で有利なため。

· 土木では，PCはクリープの計算を行うが，RCはヤング係数比で考慮するのが一般的。

(5) WG1の今後の活動計画について，北山WG1主査より説明があった。（資料M-17）

· 耐火に関しては，材料レベルの話でもよいので，項目としては入れておきたい。

· 土木側としても，活動計画案はこれでよい。

(6) WG2における活動が，第1回および第2回WG2議事録（案）を用いて，春日WG2主査より報告された。（資料M-12）

· 道路橋ではファイバーモデルが一般的か？

→物件によっては終局時に平面保持としないものもある。抜け出しは考慮しない。材軸方向にも分割し，FEMに近い形で解析を行う。

· 土木では，どの程度の地震に対して，どの程度の損傷レベルに抑えるという基準はあるか？

→最大応答加速度1700galに対して，かぶりコンクリート剥離なしに抑える。

(7) コンクリート工学年次大会2008の研究集会の企画案について，西山委員長より説明があった。（資料M-14）

· 研究集会の後，一般の研究発表セッション（プレストレストコンクリート）の順で行う予定。

· 話を聞いてもらうだけのものではなく，質疑応答や討論できる形がよい。

· 建築と土木の設計プロセスに対して，お互いにあまり理解し合えていないのではないか？共通する話題（たとえば，耐火など）で議論をするのがよい。

(8) PCaコンクリートブロックをアンボンドPC鋼材で圧着することにより，部材のリユースを可能とするRePC架構システムについて，中塚副委員長より説明があった。（資料M-18）

· 構造分野だけでなく，計画，環境，施工の分野からも参加いただいている。

· 住宅メーカーでは，すでに循環システムを構築しているところもある。

· コンクリートブロックを無筋としているのは，高強度コンクリートに鉄筋を入れると，骨材レベルへのリサイクル時に多大なエネルギーが必要となるため。

· スラブの施工法・取り合いなど，詳細を決めていない点も多い。

(9) 「ハーフプレキャストPRC柱部材の静的交番繰り返し荷重下の耐荷・変形性能に関する実験的研究」について，井上副委員長より説明があった。

· プレストレスにより，せん断耐力そのものの向上，繰返し時のせん断耐力低下を抑制できることから，せん断補強筋量の低減を図ることができる。また，PCa化により，現場での不確定要素を排除することが可能となる。

· PRC試験体では，圧着面にひび割れが集中し，急激な耐力低下は見られなかったのに対して，RC試験体では最終的に曲げせん断破壊で急激に耐力が低下した。

· 圧着面のひび割れは，すべりではなく離間による開口である。圧着面位置のすべり耐力は，中の鉄筋コンクリート部分で十分であると考えており，特別な配慮はしていない。

· 鉄筋がかなり内側にあるために，大変形にならないと最大耐力を達しない。

→鉄筋が内側にあるのは，プレストレス導入時に角が欠けるのを防ぐ目的で，断面に対してPCa部分が分厚くなったため。実物であれば，今回の試験体ほど断面に対して厚くする必要はなく，改善は可能と考えている。

(10) 本委員会報告書の目次案について，西山委員長より説明があった（資料M-16）。

· 来年3月に1次原稿，その後開催のシンポジウムで報告書を頒布する。

· 「1.設計法」については，土木と建築の現状における設計法をまとめ，それらを比較することに主眼を置く。その際には同じターゲット（話題）を決めて，比較するのがよい。（たとえば，柱にプレストレス力与えることなど）

· 一方の分野において常識と考えられていることが，他方の分野では意外に思われることも多い。そのような項目をそれぞれ出し合って比較してみるのもよい。

· 年次大会における研究集会での討論担当SubWGを組織する。委員として，土木側から春日委員，堤委員を，建築側から上田委員，深井委員をそれぞれ選出。討論の内容も報告書に含める。

(11) 今後の活動予定

WG1：2008年5月23日（金）14:00～17:00にJCI会議室にて開催予定。

WG2：2008年5月30日（金）10:00～13:00にJCI会議室にて開催予定。

全体委員会：2008年7月4日（金）14:00～17:00にJCI会議室にて開催予定。

研究集会討論担当SubWG：2008年5月9日（金）14:00～17:00にJCI会議室にて開催予定。

以上　（記録：谷）

�この後くらいに、以下の文を入れて頂くと当日の内容に近いと思いますが。


「たとえば、ＰＣ構造土木・建築の常識・非常識」などについて討論してはどうか、という意見もあった。
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